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６
月
４
日
、
ボ
ク
シ
ン
グ
界
の
ス

ー
パ
ー
ス
タ
ー
元
世
界
ヘ
ビ
ー
級
王

者
モ
ハ
メ
ド
・
ア
リ
氏
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
74
歳
で
し
た
。
40
年
前
、

中
学
３
年
生
で
あ
っ
た
私
は
体
育
祭

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
仮
装
行
列
で
モ
ハ
メ

ド
・
ア
リ
に
扮
し
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
当
時
、
モ
ハ
メ
ド
・
ア
リ

の
フ
ァ
ン
で
し
た
。

　

ア
リ
氏
は
18
歳
の
時
ロ
ー
マ
五
輪

に
出
場
し
、
ラ
イ
ト
ヘ
ビ
ー
級
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
す
。
凱
旋
す
る
も

黒
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
地
元
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
入
店
を
拒
否
さ
れ
る
、

メ
ダ
ル
を
見
せ
て
も
無
視
さ
れ
る
な

ど
の
屈
辱
的
な
差
別
を
受
け
ま
す
。

以
後
、
白
人
社
会
に
抵
抗
す
る
姿
勢

を
鮮
明
に
し
、
黒
人
差
別
の
撤
廃
を

訴
え
続
け
、
黒
人
解
放
運
動
に
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
反
対
か
ら
徴

兵
を
拒
否
し
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
タ
イ
ト
ル
を
剥
奪
さ
れ
ま
す
。
こ

の
反
骨
心
こ
そ
、
ア
リ
氏
が
偉
大
な

る
ボ
ク
サ
ー
と
評
さ
れ
る
所
以
で
し

ょ
う
。

　

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
言

わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
今
な
お
人

種
、
宗
教
あ
る
い
は
民
族
等
に
絡
む

差
別
や
対
立
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
紛
争
や
テ
ロ

・
虐
殺
と
い
っ
た
凄
惨
極
ま
り
な
い

事
態
に
陥
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
解

決
が
急
が
れ
ま
す
。

　

平
和
で
豊
か
な
社
会
の
礎
は
「
人

権
の
共
存
」
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分

と
他
人
の
人
権
の
双
方
を
尊
重
で
き

る
人
間
社
会
の
形
成
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
人
々
が
人
権
意

識
を
向
上
さ
せ
、
人
権
感
覚
を
研
ぎ

澄
ま
す
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

特
に
子
ど
も
達
に
は
差
別
を
見
抜
く

目
、
差
別
を
許
さ
な
い
姿
勢
、
そ
し

て
差
別
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
資
質

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
う
ア
リ
氏

が
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
開
会
式
に
登
場

し
、
震
え
る
手
で
聖
火
を
点
灯
し
、

人
々
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。
ア
リ

氏
こ
そ
、
平
和
の
象
徴
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
　

東
秩
父
中
学
校
長　

大
木　

剛

☆いき
いき男

女☆

※顔はご本人の希望により、
   似顔絵になっています。

【あなたの日常は？】
　家業は、サービス業を営んでおります。

　私は、おもに事務を担当しており、ま

た、村の教育委員長を務めさせていただ

いております。たいへんなときもありま

すが、明るくをモットーに自分なりに頑

張っているつもりです。

【今後の男女共同参画社会に望む
  ことは？】
　家族の理解もあり務めさせていただい

ておりますが、女性も一人の人間として、

地域活動やいろいろな分野に参画できる

ような機会が必要と思います。

　そのような社会になってほしいです。

＊男女共同参画担当から一言

　長子さんは日々働くなか、村の教育委

員長としてもご活躍しており、東秩父村

が目指す男女共同参画社会の礎になられ

ていると思います。

　長子さんの頑張りに見習い、村は男女

がともに道を歩む社会の実現を手助けし

ます。

　5月21・22日は第31回和紙の里文化フェスティバルでした！
　今年は夢楽いく会と地域おこし協力隊でコラボ出展をし、観光案内兼
東秩父村の郷土料理を紹介しました。
　村の味を若い世代にも知ってもらい受け継いでいきたいと思ったのが
きっかけで、「おごっつぉさま―ふるさと料理と我が家の人気料理―」
という東秩父の郷土料理レシピ本を参考に、地元の方に教えていただき
ました。
　21日には東秩父中学校の生徒さんも協力してくれて、いらした方に元
気よく声をかけてくれたりと大活躍！
普段なかなか関われない世代と一緒に
交流でき新鮮な時間でした。

東秩父を全
力応援！

　今回のイベントを通して幅広い世代の方と一緒に１つの
ことに取り組むことができ、一人ひとりが持つパワーの可
能性を感じました。ご協力いただいた方、本当にありがと
うございました。このつながりを今後にも活かしていきた
いと思います♪

たか  だ　    たけ こ


